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●株主メモ

C O N T E N T S 

行動指針

OPEN MIND
お客様に喜ばれる製品づくりを第一に心がけます

 SOCIETY
社会と調和し、社会とともに発展を目指します

ACTIVITY
一人ひとりの力を最大限に活かし、夢とゆとりを創りだします

KNOWLEDGE
広く外の動きに関心を持ち、新しいものに積極的に挑戦していきます

 INTEGRATION
会社全体の立場にたって考え、協力体制を作っていきます



平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、第110期第２四半期決算（2023年４月１日から

2023年９月30日まで）を終了いたしましたので、ここに
概況をご報告申し上げます。

●�第２四半期 連結業績について
当第2四半期連結累計期間の経営環境は、世界的なインフレの長期化や、各国の金融

引き締めによる海外景気の下振れ懸念等、先行き不透明な状況が続いています。
このような状況の中、当社グループは、国内において2025年度から予定されている

次世代スマートメーターの導入や国内外でのソリューション・サービスの拡大などへ
向けて、中期経営計画の重点戦略である「スマートメーターを活用した付加価値創出
とエネルギー・ソリューションの拡大」、「コアとなる新製品・新事業の創出」、「利益
を重視したグローバル成長」、「グループ経営基盤の強化」、「大崎電気グループの意識
改革」を推進しています。

国内計測制御事業については、前年同期と比較して、スマートメーター事業の増収
により、売上高は増加しました。利益面においても、製品構成の一時的な変動等によ
り、増益となりました。

海外計測制御事業については、前年同期と比較して、英国向けの出荷が電子部材調
達環境の好転により増加したことに加えて、オセアニア向けの出荷も増加したこと等
により、増収となりました。利益面においても、増収に加えて、調達難により高騰し
ていた電子部材価格の落ち着き等により、増益となりました。

不動産事業については、増収、増益となりました。
これらの結果、下表のとおりの業績となりました。

� （単位　百万円）

2023年３月期
第２四半期

2024年３月期
第２四半期 増減額 増減率

売上高 39,562 44,174    4,612 +11.7％
営業利益    535    2,325   1,790 +334.4％
経常利益   348   2,415 2,067 +593.5％
親会社株主に帰属する四半期純利益 1,041 1,356 315 +30.2％

取締役会長

株主の皆様へ
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●�通期の見通しと配当金について
通期連結業績予想につきましては、国内計測制御事業においては、スマートメーター

事業の売上高が期初計画値を上回る見込みです。海外計測制御事業においては、円安に
よる換算レートの見直しによる売上高の増加に加えて、アジア向け及びオセアニア向け
の出荷が期初計画値を上回る見通しです。

これらの要因により、連結業績予想を下表のとおり修正いたしました。

2024年3月期通期連結業績予想� （単位　百万円）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属
する当期純利益

期初計画 88,000  2,800    2,400 1,000
修正予想 93,500  4,300    4,200  1,900
増減額  5,500   1,500 1,800  900
増減率  +6.3％   +53.6％ +75.0％ +90.0％

（ご参考）前期実績 89,253 2,226 1,885 1,319

中間配当金につきましては、当初の計画どおり1株につき10円といたしました。また、
通期の配当金につきましては、中間配当金と合わせて1株につき20円とする予定であり
ます。

株主の皆様におかれましては、引き続き格別のご理解とご支援を賜りますようお願い
申し上げます。

　　　2023年12月
取締役会長　渡辺　佳英
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（注）�第109期第2四半期連結会計期間において、大崎エンジニアリング株式会社を売却したことにより、製造装置事業を廃止しており
ます。

●セグメント別売上高、営業利益

●業績の推移
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●四半期連結貸借対照表 （単位 百万円）

四半期連結財務諸表（要旨）

区 分 前連結会計年度 当第２四半期連結会計期間
（2023年3月31日現在） （2023年9月30日現在）

資産の部
流動資産 56,618 54,538
固定資産 36,649 38,769
有形固定資産 25,502 25,297
無形固定資産 735 682
投資その他の資産 10,412 12,788

資産合計 93,268 93,307
負債の部
流動負債 25,008 22,590
固定負債 9,630 10,421
負債合計 34,638 33,012

純資産の部
株主資本 41,503 42,452
資本金 7,965 7,965
資本剰余金 8,759 8,762
利益剰余金 26,033 26,922
自己株式 △1,254 △1,198

その他の包括利益累計額 4,430 5,442
その他有価証券評価差額金 1,423 2,317
為替換算調整勘定 2,510 2,673
退職給付に係る調整累計額 496 450

新株予約権 466 466
非支配株主持分 12,228 11,933
純資産合計 58,629 60,295
負債純資産合計 93,268 93,307

（注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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●四半期連結損益計算書 （単位 百万円）

区 分 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
( 2022年4月 1日から

2022年9月30日まで ) ( 2023年4月 1日から
2023年9月30日まで )

売上高 39,562 44,174
売上原価 31,318 33,952
売上総利益 8,244 10,222
販売費及び一般管理費 7,708 7,896
営業利益 535 2,325
営業外収益 226 303
営業外費用 413 213
経常利益 348 2,415
特別利益 2,137 －
特別損失 580 15
税金等調整前四半期純利益 1,905 2,400
法人税、住民税及び事業税 469 686
法人税等調整額 103 35
四半期純利益 1,332 1,678
非支配株主に帰属する四半期純利益 290 321
親会社株主に帰属する四半期純利益 1,041 1,356

（注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

●四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位 百万円）

区 分 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
( 2022年4月 1日から

2022年9月30日まで ) ( 2023年4月 1日から
2023年9月30日まで )

営業活動によるキャッシュ･フロー 2,181 535
投資活動によるキャッシュ･フロー 1,275 △1,640
財務活動によるキャッシュ･フロー △6,600 △1,896
現金及び現金同等物に係る換算差額 736 50
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,407 △2,952
現金及び現金同等物の期首残高 15,335 12,718
現金及び現金同等物の四半期末残高 12,927 9,766

（注）記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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 OSAKIの製品・サービスは、人々の暮らしに
身近なところで安心と快適を支えています 
 

2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする「カーボンニュートラル」に向けて、これ
まで以上に「脱炭素化」への取り組みが企業にとって重要な課題となっています。
これに加え、少子高齢化による労働人口の減少、及びテレワークなど非対面・非接触業務の導入が定
着しつつある中、新たな切り口による生産性向上の重要性も、より高まっています。当社の製品・サー
ビスは、これら社会を取り巻く課題の解決に向けたさまざまなソリューションを展開しています。
OSAKIでは全国の電力会社とのパートナーシップのもと一般家庭用（住宅等）をはじめ産業用、商業
用向け等多様なラインアップを開発、提供しています。
クラウドサービス「O-SOL」（オーソル）を核とした「スマートメータリングシステム」、「エネルギー
マネジメントサービス」、「らくらく検針」は、テナントビルや商業施設、工場など企業の持つ各種施
設に応じた省エネと脱炭素化をサポートします。
「スマートメータリングシステム」では、テナントビルなどで必要となる電気、水道、ガスの検針業務
を、現地に出向くことなく自動的に行うことができます。
人手に頼った検針では生じやすい誤計量・誤検針を防ぎ、離れた場所からの検針による作業時間の

削減による生産性の向上など、いま必要とされる諸課題に、大きな効果をもたらします。
「エネルギーマネジメントサービス」では、店舗や工場など各拠点の空調や照明など設備ごとの電力
使用量を見える化し、自動制御も組み合わせることで、最適な省エネ・省コストを現場の負担感なく
行うことができます。
「らくらく検針」では、既存の電力量計をスマートメーターに交換し、「O-SOL」によるクラウドサービス
と連携させることで、1台からでも簡単、低コスト、かつ手軽に自動検針を実現することができます。
「OPELO」（オペロ）は、既存の鍵に後付けで設置できるスマートロックです。物理鍵を一切使わずに
運用でき、パスワードやスマホ・ICカードで開錠可能です。鍵の紛失リスクがない安全・便利な次世
代キーシステムです。
「直流電力量計」は直流用の電力量計で、従量制課金にも対応しています。クランプ型電流センサによ
り、通信局舎などの既存設備にも簡単に取り付けが可能です。
OSAKIは、これらのソリューションの提供を通じ、世界的な潮流である脱炭素化社会の実現に向け
た企業の取り組みを支援し、さらなる企業価値の向上に貢献します。

当社の取り組み
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会社の概要（2023年9月30日現在）

●会社概要
■設立年月日 1937年1月26日
■資　本　金 7,965百万円
■主要な事業内容 �電力量計の製造・販売及びソリューションサービスの提供
■従 業 員 数 556名
■事　業　所

本 社 〒141-8646 東京都品川区東五反田二丁目10番2号 東五反田スクエア 電話（03）3443-7171（代表）
埼玉事業所 〒354-8501 埼玉県入間郡三芳町藤久保1131番地 電話（049）258-1205
札幌営業所 〒060-0042 札幌市中央区大通西四丁目6番地1 札幌大通西4ビル 電話（011）251-6622
仙台営業所 〒980-0014 仙台市青葉区本町二丁目5番1号 オーク仙台ビル 電話（022）223-3747
名古屋営業所 〒461-0004 名古屋市東区葵三丁目23番10号 千種ファーストビルかとう 電話（052）933-2229
大阪営業所 〒531-0072 大阪市北区豊崎三丁目20番9号 三栄ビル 電話（06）6373-2556
広島営業所 〒730-0037 広島市中区中町9番12号 中町三井ビル 電話（082）243-1611
沖縄営業所 〒902-0077 沖縄県那覇市長田一丁目22番18号 電話（098）832-7406

●グループ会社
株式会社エネゲート 大崎プラテック株式会社 大崎電気システムズ株式会社
大崎データテック株式会社 大崎エステート株式会社 岩手大崎電気株式会社
大崎テクノサービス株式会社 OSAKI United International Pte. Ltd. EDMI Limited� 他

●役　員
取 締 役 会 長

渡 辺 佳 英（代表取締役）
取締役社長執行役員 渡 辺 光 康（代 表 取 締 役）
取締役副社長執行役員 川 端 晴 幸（代表取締役）
取締役常務執行役員 上 野 隆 一
社 外 取 締 役 髙 島 征 二
社 外 取 締 役 笠 井 伸 啓
社 外 取 締 役 黒 木 彰 子
常 勤 監 査 役 堀　　　長一郎
監 査 役 長谷川　　　豊

社 外 監 査 役 山 本 滋 彦
社 外 監 査 役 北　井　久美子
専 務 執 行 役 員 根 本 和 郎
常 務 執 行 役 員 太 田 毅 彦
執 行 役 員 阿 部 　 純
執 行 役 員 髙 田 俊 明
執 行 役 員 畠 山 広 行
執 行 役 員 小 野 信 之
執 行 役 員 高 橋 浩 司
執 行 役 員 吉 野 　 功
執 行 役 員 高 橋 　 勝
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●株式の状況
発行可能株式総数 100,000,000株
発行済株式の総数 46,913,798株

（自己株式2,353,382株を除く）
株主数 6,957名

●所有者別株式分布状況

株式の概況（2023年9月30日現在）

（注）  自己株式は「個人その他」に含まれております。

●大株主

（注）   持株比率は、自己株式を控除して計算し、小数第2位以下を切捨て
て表示しております。

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 6,071 12.9
THE HONGKONG AND SHANGHAI  BANKING 
CORPORATION LTD − SINGAPORE BRANCH PRIVATE 
BANKING DIVISION CLIENTS A/C ８２２１−６２３７９３

5,213 11.1

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 2,414 5.1
大 崎 電 気 工 業 取 引 先 持 株 会 1,796 3.8
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 1,552 3.3
九電テクノシステムズ株式会社 1,389 2.9
渡 辺 佳 英 1,240 2.6
富 国 生 命 保 険 相 互 会 社 1,104 2.3
関 西 電 力 株 式 会 社 1,000 2.1
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 800 1.7

●株価と出来高の推移
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 事 　 業 　 年 　 度  4月1日から翌年3月31日まで
 期末配当金受領株主確定日 3月31日
 中間配当金受領株主確定日 9月30日
 定 時 株 主 総 会 毎年6月
 株 主 名 簿 管 理 人  

三菱UFJ信託銀行株式会社	 特別口座の口座管理機関
 同 　 連 　 絡 　 先  三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
		  東京都府中市日鋼町１-１
		  ℡ 0120−232−711（通話料無料）
		  郵送先　〒137-8081
		  　　　　新東京郵便局私書箱第29号
		  　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
 上 場 証 券 取 引 所  東証プライム（証券コード：6644）
 公 告 の 方 法  電子公告により行います。
  公告掲載URL https：//www.osaki.co.jp/
   （ただし、電子公告によることができない事故、その

他のやむを得ない事由が生じた時には、日本経済新聞
に公告いたします。）

●株主メモ

東京都品川区東五反田二丁目10番２号
電話（03）3443－7171

ホームページアドレス https://www.osaki.co.jp/

1．株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきま
しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ること
となっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株
主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意くだ
さい。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信
託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関

（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店
にてもお取次ぎいたします。

3．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたしま
す。

（ご注意）


